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２０１４年７月例会 

 『矢田丘陵の周辺遺跡を歩く』 
 

2014年 7月 20日  

 

法隆寺駅→斑鳩大塚古墳→斑鳩文化財センター→上宮遺跡→駒塚・調子丸古墳 

→中宮寺跡→三井瓦窯跡→瓦塚古墳群→笹尾古墳→小泉大塚古墳→六道山古墳 

→ＪＲ大和小泉駅  

  

「 」は会報から引用  

 

奈良盆地の西北部に南北に延びる矢田丘陵の南から丘陵東部裾部に位置する古墳を中心に見

学します。この地域は大和の中でも人気のある歴史的なロマンを感じる土地柄であり、飛鳥時代の

著名な寺院を眺めながらの見学となります。  

 

斑鳩・小泉地域の古墳  
 

 この地域には奈良盆地の他の地域のように１５０ｍを凌駕するような大型の前方後円墳は認められないが、前

期古墳から後期において着実に地域の首長の系譜を追える古墳が築造されている。その系譜をたどると、先ず

小泉地域に竪穴式石室を内部主体とする小泉大塚古墳が３世紀後半から４世紀にかけて築造され、ついで斑鳩

地域に竪穴式石室もしくは粘土槨を内部主体とする駒塚古墳が４世紀後半、さらに粘土槨の斑鳩大塚古墳が４

世紀末から５世紀初めに築造され、小泉地域に近い瓦塚１号墳・２号墳は５世紀前半、そして小泉地域に六道山

古墳が５世紀中頃に築造され、この地域で最終の前方後円墳である小泉東狐塚古墳が六世紀前半に築造され

たと考えられる。それ以後、前方後円墳は築造されない。６世紀以降、斑鳩地域、特に西部は上宮王家に関わる

ことが指摘されている。しかし、東部にあたる小泉地域の笹尾古墳は６世紀末から７世紀の大型横穴式石室を有

する円墳で、この地域の支配者層を考える上で重要な位置を占めている。   
 

法隆寺駅  

 
 
 

 

  

９時半から降り始めた雨は１０時には上がった。  

参加者は１３０名。  

今日のメインの見学先は笹尾古墳。  

周辺の古墳を中心に見学する。  
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斑鳩大塚古墳  

 
  

南になだらかに広がる矢田丘陵端部に位置する直径３５ｍ、

高さ約４ｍの円墳である。葺石、埴輪が墳丘に施されてい

た。この古墳は、１９５４年に墳丘上に忠霊塔が建設された

際、埋葬施設が検出され、調査へと移行した。調査の結果、

墳頂部の南側に偏った埋葬施設の粘土槨は大部分が破壊さ

れていたが、一部遺存していた。この粘土槨からは銅鏡２（二

神二獣鏡、鋸歯文縁鏡）、石製石釧１、石製管玉１、筒形銅器

１、短甲 1、肩甲 1、頸甲 1、鉄族、刀剣１４等である。２０１３

年度奈良大学と斑鳩町が墳丘の確認調査を実施したが、円

墳か前方後円墳かを判断する結果は得られていない。  

 
 

埋葬主体が見つかった忠霊塔  
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藤ノ木古墳  

 
  

斑鳩町文化財活用センターと藤の木古墳を見学  

 
  

 
  

    
  
 

斑鳩町文化財活用センター  
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上宮遺跡  

 
 
  

 
 
  

 
 
  

 １９９１年度に「ふるさと上宮歴史公園整備事業」に伴い調

査され、発見された遺跡である。遺構は奈良時代のコの字に

配置された大型掘立柱建物群や平城宮や平城京で使用され

た瓦が出土することから『続日本紀』神護景雲元年（７６７）に

みえる称徳天皇の行宮「飽波宮」の有力な推定地と考えられ

ている。  

 聖徳太子が晩年を過ごした「飽波葦垣宮」の跡を寺にしたと

の伝承を有する成福寺は、この遺跡の南側に位置し、７世紀

前半の井戸等が検出され、宮の候補地である。  

 
 
 
 
 
 
 

南側掘立柱建物跡  

 
  

 
 
  

 
 
 
 
 
  

東側の掘立柱建物跡  
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調子丸古墳  

 
  

 上宮遺跡の北、約２００ｍ、北の駒塚古墳の南約１００ｍに

位置する径約一四ｍの円墳である。調査は実施されておら

ず、埋葬施設や葺石、埴輪の有無については不明である。こ

の古墳の名前は聖徳太子に仕えた百済の聖明王の弟の長

男と言われる「調子磨」を埋葬したとの伝承に由来する。５世

紀代の古墳と考えられている。現在駒塚古墳とともに斑鳩町

の町史跡に指定されている。  

南から望む調子丸古墳 左奥は駒塚古墳 

 
 
  

 
  

北から望む調子丸古墳  

 
 
  

 

駒塚古墳  

 
 
 
 
 

 平成１２～１４年度の３カ年にわたって調査され、この古墳

の実態が明らかになった。この古墳は矢田丘陵からなだらか

に延びる丘陵縁辺部に築造されている前方後円墳である。

古墳は主軸を南北に取り、全長約５５ｍ、後円部径３４ｍ、同

高さ約５．５ｍ、前方部長約２１ｍ、高さ約２ｍである。前方部

は河川によって一部流失している。  

 墳丘の構造は、後円部、前方部ともに二段築成であるが、

後円部は三段であった可能性も考えられる。墳丘には葺石

が二段に巡るが、埴輪は伴わない。墳頂には径約１２～１３

ｍの平坦面が存在し、その下には棺を納める墓坑の存在が

確認されている。しかし埋葬施設は調査されていないため竪

穴式石室か粘土槨かを含めて不明である。築造時期につい

ては出土した赤色顔料が塗布された二重口縁壺から４世紀
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後半と考えられている。この古墳の名は、聖徳太子の愛馬

「黒駒」を埋葬したとの伝承に由来する。  

 
 
 
 
 
 
 
 
  

  

 
  

 
  

 

中宮寺跡  

 
  

聖徳太子建立七ヶ寺の一つではあるが、その創建は明らか

ではなく、現在の中宮寺から東に約４００ｍの所に位置する。

現在の場所は十七世紀初めには移ったと考えられている。昭

和三十年代から十四次にわたり調査が実施され、平成十五

年には国史跡に指定されている。  

 中宮寺は門、塔、金堂、講堂が一直線に並ぶ四天王寺式

の伽藍配置であるとされているが、門および講堂は明確には

確認されていない。  

 金堂は塔の北に接するように位置する東西五間（一三・五

ｍ）、南北四間（一〇・八ｍ）の四面庇の建物で、柱間は約

二・七ｍである。七世紀前半の創建時は凝灰岩製切石積基

壇と推定され、規模は東西一七・九ｍ、南北一五・二ｍと考え

られている。塔は遺存状況が悪く規模は明確ではないが、一

辺一四ｍ余りであると考えられている。しかし基壇中央下二・

五ｍの所に長方形の心礎が据え付けられていた。心礎には

心柱を固定する根巻き粘土が残存し、心柱の直径が約八〇

㎝であることがわかっている。さらにその粘土の内側には金

環、水晶角柱、ガラス玉など舎利的な役割を持つ遺物が出土

している。  

 出土した飛鳥時代の軒瓦には「奥山廃寺式」と「高句麗系」

の二種類が認められ、六二〇年頃の製作時期が考えられて 

いる。  
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富郷陵墓 参考地  

 
  

 法起寺の西に位置する独立丘陵の頂部に築造された直径

約３０ｍの円墳である。この丘陵は「おかのはら」と呼ばれ、

聖徳太子と刀自古郎女の間に生まれた山背大兄皇子の墓で

あるとの伝承があり、宮内庁により陵墓参考地として管理さ

れている。この古墳付近では埴輪片が採集されていることか

ら、この古墳の時期は七世紀を遡ることは確実と思われる。  

  
 

  
 

三井瓦窯跡  

 
 
 
 
 
  

 瓦塚古墳群が位置する北から南に延びる丘陵の西斜面に

位置する。１９３２年、国の史跡に指定された。この窯跡は、

焚口を西南方向に向けた地下式登窯で、燃焼部は平面を半

円形とし、焼成部床面は約４０度の勾配を持ち、１０段あまり

の階段となっている。焚口から焼成部最上段までの水平距離

は約４．９ｍ、現存高約３．８ｍである。焼成部の側壁はアー

チ状に迫り上がり天井を形成している。この窯から出土した

瓦は平瓦・丸瓦片であるため、この窯からどの寺院に瓦が供

給されたかは不明である。 

しかし、窯焚口付近で発見された軒瓦から、７世紀末から８世

紀初めに法隆寺や法輪寺に供給された可能性が考えられ

る。  
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瓦窯後方が瓦塚２号墳。左森が１号墳。  

  

瓦塚古墳群  

 
 
  

 
 
  

 
 

１号墳後円部西側で説明を聞く。   

 法起寺の北西、南北に延びる丘陵上に所在し、２基の前方

後円墳と１基の円墳からなる古墳群である。  

 １号墳は最も北に位置し、丘陵に主軸を合わせた前方後円

墳である。この古墳は、１９７５年度に範囲確認の調査が実施

され、全長約９７ｍ、後円部径約６０ｍ、同高さ約８ｍ、前方部

幅約４７ｍ、同高さ約２ｍである。墳丘は盛土の二段築成から

なり、各段には朝顔形埴輪や壺形埴輪を含む円筒埴輪列と

葺石が施されている。くびれ部から出土した魚形土製品（８～

１１㎝）や円盤形土製品（３～５㎝）は全国的にも珍しい。この

古墳の築造年代は埴輪等から五世紀前半と考えられてい

る。  

 
  

 
 
 
 
 
  

 ２号墳は、１号墳の南側に隣接するように築造された主軸を

東西にとる前方後円墳である。この古墳は全長約９５ｍ、前

方部を東に向け、丘陵に直交するように築造されている。築

造時期については１号墳と同じ頃と考えられている。  
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 ３号墳は、２号墳の南側に位置する直径約３０ｍの円墳で

ある。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

笹尾古墳  

 
 
  

 １９８１年の当時の国立療養所松籟荘内の宿舎建設工事の

際、発見された古墳である。翌１９８２年発掘調査が実施さ

れ、この地域では非常に珍しい巨石横穴式石室であった。  

 古墳は丘陵東斜面に位置し、墳丘は古くに削平を受けてい

た。調査の結果、この古墳は径約２７ｍの円墳であった。内

部主体である横穴式石室は両袖式であり、その規模は全長

１２．５ｍ、玄室長４．５ｍ、同幅２．６３ｍ（中央）、同高さ２．２

～２．６ｍ、羨道長８ｍ、同幅１．８１ｍ（中央）、同高さ１．７～

１．８５ｍであった。玄室の奥壁は２段横積みで、東側壁は４

段、西側壁は３段積みであり、２枚の天井石が横架されてい

た。羨道には東側壁に２枚、西側壁に１枚の巨石を据えてい

た。玄室床面には扁平な石が一面に敷かれ、羨道には排水

溝が設けられていた。石室内は盗掘が著しく、出土したのは

凝灰岩製家形石棺片、鉄釘、須恵器等であった。この古墳は

６世紀末から７世紀前半に築造されたと考えられている。  
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小泉大塚古墳  

 
  

 矢田丘陵東南隅部に延びる丘陵の頂部に位置する前方後

円墳である。現在、県史跡として指定され、後円部のみ保存

されている。この古墳の前方部は古くから削平されていたが、

１９６２年の調査ではその痕跡は残っていたことが報告されて

いる。その報告によるとこの古墳は２段築成の全長８８ｍ、前

方部を西に向けた前方後円墳であり、後円部径５０ｍ、同高

さ７ｍ、前方部幅約４０ｍ、同高さ２ｍの規模である。当時、埋

葬施設である竪穴式石室も調査され、銅鏡、鉄製品、土器が

出土したが、調査期間の問題等で石室構造には不明な点も

多かった。幸いにして１９９６年、この古墳の整備を目的として

石室の再調査が実施された。  

 

 その調査の結果、この古墳には埴輪、葺石などの外部施設

は後円部には認められなかった。埋葬施設は墳丘主軸に直

交する形で、南北約１０ｍ、東西７．５ｍ、深さ約３ｍの楕円形

を呈した墓坑に構築された竪穴式石室である。この石室は不

定形な隗石を小口積みにして構築し、石室平面は隅丸長方

形を呈している。天井石や側壁上部は１９６２年の調査時に

はすでに失われていたが、石室は全長五・五ｍ、幅（北小口）

１．１ｍ、高さ（北）１．５ｍ、幅（南小口）０．８ｍ、高さ（南）１．３

ｍの規模を有することが確認された。  

 

 ２回の調査で石室内から出土した遺物は、銅鏡七（長宜子

孫内行花文鏡１、内行花文鏡３、二仙四獣帯鏡１、画文帯神

獣鏡１、獣首鏡１、剣１、刀子２、刀子状製品１、短冊形鉄斧

１、土師器（直口壺片２、二重口縁壺片１）などである。これら

の遺物の中で鏡は古い鏡群であり、土師器は布留Ⅰ式にあ

たるため、古墳の築造は３世紀後半から４世紀頃と考えられ

ている。  

 
 
  

  

 
 
 

手前が前方部  
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六道山古墳    

 
  

 小泉大塚古墳の所在する丘陵から東南に派生する丘の先

端部に位置する前方後円墳である。前方部は１９７０年代に

削平を受け、現在に至っている。この古墳は、南北に主軸を

とり、前方部を北西に向ける。その規模は全長約１００ｍ、後

円部径約七五ｍ、同高約１４ｍ、前方部幅約５０ｍ、同高約６

ｍである。後円部は２段築成である。埴輪は確認されている

が詳細は不明であり、葺石は確認されていない。２度の調査

が実施されているが、時期を決定する確実な資料は得られて

いない。おそらく中期中頃の築造と考えられる。  

 

削平された前方部で最後の説明を聞く。  

JR小泉駅に向かう。  

  

  

 
  

 
  

  

 
  

 矢田丘陵南から東裾部の６世紀以前の古墳の様相は、奈

良盆地の北部、東南部、南部、西部とは異なる古墳の築造形

態を見ることができる。この地域の有力者層が大和の中枢部

との連携の中でどのような役割を果たしたのかを考える絶好

の場と言える。また六世紀以降、小泉地域と斑鳩地域は、上

宮王家の斑鳩進出によって大きな相違が認められる。その中

で小泉地域における笹尾古墳の築造は、この地域を支配し

た 

勢力集団を考える上で重要である。   

  

 

 

  

   

   

 撮影協力 坂部征彦    

 


